
宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は１月 日 日 です宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は１月 日 日 です

クク
ロロ
スス
パパ
ルル
高高
槻槻（（
総総
合合
市市
民民

交交
流流
セセ
ンン
タタ
ーー
））休休
館館
日日

小小
学学
校校
任任
期期
付付
教教
員員

市市
民民
リリ
ササ
イイ
クク
ルル

ブブ
ッッ
クク
フフ
ェェ
アア

かか
らら
だだ
ポポ
カカ
ポポ
カカ
運運
動動
ああ
そそ
びび

社社
会会
福福
祉祉
士士
・・

精精
神神
保保
健健
福福
祉祉
士士

総総
合合
スス
ポポ
ーー
ツツ
セセ
ンン
タタ
ーー
・・

古古
曽曽
部部
防防
災災
公公
園園
体体
育育
館館

２２
月月
のの
個個
人人
利利
用用

ララ
ンン
チチ
タタ
イイ
ムム
・・

ロロ
ビビ
ーー
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

ハハ
ニニ
ワワ
作作
りり
教教
室室

大大
人人
のの
たた
めめ
のの
朗朗
読読
会会

男男
女女
共共
同同
参参
画画
地地
域域
講講
演演
会会

むむ
すす
んん
でで
つつ
なな
げげ
るる
縁縁
結結
びび

おお
ばば
ああ
ちち
ゃゃ
んん
・・

おお
じじ
いい
ちち
ゃゃ
んん
かか
らら
学学
ぼぼ
うう

日日
本本
料料
理理
をを
作作
っっ
てて

味味
わわ
うう
男男
性性
料料
理理
教教
室室

応応
急急
手手
当当
講講
習習
会会

（（
普普
通通
救救
命命
講講
習習

））

太太
極極
拳拳
をを
たた
めめ
しし
てて
みみ
よよ
うう

高高
槻槻
家家
族族
講講
座座

おお
いい
しし
いい

くく
すす
りり
、、
チチ
ョョ
ココ
レレ
ーー
トト

家家
族族
でで
考考
ええ
るる

前前
立立
腺腺
がが
んん
のの
おお
話話

大大
阪阪
医医
大大
歴歴
史史
資資
料料
館館
講講
座座

いい
のの
ちち
のの
つつ
なな
がが
りり
のの
中中
でで

斎斎
園園
課課
非非
常常
勤勤
職職
員員

磐磐
手手
公公
民民
館館

ここ
どど
もも
まま
つつ
りり

今今
城城
塚塚
公公
民民
館館

ここ
どど
もも
まま
つつ
りり

展展示示ススケケジジュューールル
桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

展展示示ホホーールル

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
柱
に
教

育
環
境
や
防
災
体
制
の
充
実
な
ど
、
重
点
施

策
の
着
実
な
実
行
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。本

市
財
政
は
昭

和

年
度
以
降
、

黒
字
決
算
を
維
持

し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
市
税
収
入

の
減
少
や
社
会
保

障
関
係
費
の
増
加

等
に
よ
り
、
厳
し

く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
将
来

に
わ
た
る
本
市
の
持
続
的
発
展
を
確
か
な
も

の
と
す
る
た
め
に
は
、
組
織
の
活
性
化
や
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
を
通
じ
、
健
全
財
政
を

堅
持
す
る
と
と
も
に
、
都
市
と
し
て
の
魅
力

を
創
造
発
信
し
、
交
流
人
口
定
住
人
口
の

増
加
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
の
あ
る

消
費
税
法
の
改
正
を
始
め
、
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
関
連
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
社

会
保
障
の
充
実
や

東
日
本
大
震
災
の

復
興
の
た
め
、
厳

し
い
経
済
・
雇
用

情
勢
下
で
は
あ
り

ま
す
が
、
み
ん
な

で
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
年
の

月
議
会
に
お
い
て
、
地

域
主
権
改
革
推
進
の
た
め
の
第
１
次
及
び
第

２
次
一
括
法
を
受
け
て
、
三
十
数
本
の
条
例

制
定
・
改
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
国
が

一
律
に
地
方
に
義
務
付
け
て
き
た
基
準
、
施

す
。昨

年
春
に
ま
ち
開
き
し
た

高
槻
駅
北

東
地
区
は
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
景

観
と
賑
わ
い
に
満
ち
、
さ
ら
に
、
新
名
神
高

速
道
路
の
完
成
に
向
け
整
備
が
着
々
と
進
展

す
る
な
ど
、

関
西
中
央
都
市
た
か
つ
き

の
魅
力
と
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
市
制

施
行

周
年
・
中

核
市
移
行

周
年

に
あ
た
り
、
今
日

ま
で
築
か
れ
た
歴

史
や
文
化
、
魅
力

あ
る
地
域
特
性
を

活
か
し
、誰
も
が
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
希
望
に

満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

策
等
を
、
地
方
が
自
ら
決
定
し
、
実
施
で
き

る
よ
う
改
め
ら
れ
た
も
の
で
、
一
歩
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
地
方
分
権
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
議
会
も
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
議
会
と
な
る
よ
う
、
議
会
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
槻
市
は
、
今

年
、
市
制
施
行

周
年
、
中
核
市
移

行

周
年
を
迎
え

ま
す
。
本
市
議
会

も
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
、
わ
が

ま
ち
高
槻
を
さ
ら

に
良
く
し
て
い
く
一
年
に
し
た
い
と
、
決
意

を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

市
議
会
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

１
月

日

関
大
ミ
ュ
ー
ズ
で

市
と
関
西
大
学
は
１
月

日

、
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
本
の
防
災
対
策
の
歴
史
や
、
今
後
求
め
ら
れ
る
防
災
教

育
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時

１
月

日

午
後
２
時

４
時

※
無
料

会
場

関
西
大
学
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
白
梅
町
）

内
容
・
講
師

こ
れ
か
ら
の
防
災
教
育

防
災
教
育
か
ら
防
災

共
育
へ

関
西
大
学
助
教
・
城
下
英
行
さ
ん

定
員

先
着

人

問
合
先

危
機
管
理
課
（

・
７
３
１
４
）

２・３面 特集・市制施行

周年 さらに魅力

あるまちへ

４面 お知らせ、求人、催

し、スポーツなど

市と教育委員会が開催。
手話通訳、要約筆記あり。
日時 １月 日 午前

時 正午
会場 高槻現代劇場
内容 祝賀セレモニー、
記念抽選会、おもてなしコ
ーナー（無料）など
対象 平成４年４月２日
５年４月１日生まれの人

※個別通知はしません
問合先 地域教育青少年
課（ ・ ）昨年の成人祭

市長 濱田 剛史議長 中浜 実

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください



昭和 年代後半の市内（ 高槻駅上空から南方の様子）昭和 年代後半の市内（ 高槻駅上空から南方の様子）

なみはや国体（大阪対徳島戦、総合スポーツなみはや国体（大阪対徳島戦、総合スポーツ
センター陸上競技場）センター陸上競技場）

平成 年の市内（総合センター屋上から北方の様子）平成 年の市内（総合センター屋上から北方の様子）

第１回高槻まつり（昭和 年）第１回高槻まつり（昭和 年）

国鉄高槻駅前（昭和 年ごろ）国鉄高槻駅前（昭和 年ごろ）

（ ））

平成 年平成 年

市は、新名神高速道路（高
槻 神戸間）の平成 年度完
成に合わせて周辺道路の整備
をしています（全線完成は
年度）。これにより、物流や
交通の便がさらに向上するこ
とが期待できます。また、（仮
称）安満遺跡公園の整備、
年度開設予定の服部図書館
（浦堂二）の建設など、市民の
憩いの場を増やす取り組みを
進めています。
便利な都市機能と豊かな自
然の共存。豊富な歴史遺産と
充実した子育て環境。さまざ
まな面がバランスよく存在す
る高槻の魅力を市内外に発信
し、さらなる市政の発展へ前
進していきます。

（ ））

昭和 年 年代昭和 年 年代

市制を施行した当時は、田園風景が広がるの
どかなまちでした。その後、昭和 年には阿武
野村、 年には五領村を合併し市域を拡大。
年代半ばからは工場の誘致や市営バスの開業な
ど市の発展の基礎が築かれました。
昭和 年代に入ると成長の時代を迎え、 年
に三箇牧村、 年に富田町、 年には京都府南
桑田郡樫田村を合併し、現在の市域になりまし
た。また国鉄（現 ）の快速電車が高槻駅に停
車することでさらに便利になりました。近代的
な工場も進出して産業が発展し宅地開発や社宅
の建設が活発化。まちの近代化が進みました。

（ ））

昭和 年 年代昭和 年 年代

昭和 年代は人口が急増し、 年に
万人、 年には 万人を突破しまし
た。この急激な変化に対応するため、
年間で小学校 校、中学校７校を建
設。また、市役所庁舎（現本館）、市保健
センター、高槻島本夜間休日応急診療
所など公共施設の整備が進みました。
年代に入り、国鉄再開発事業によ

り高槻駅の橋上化など都市基盤の本格
的な整備に取り組み始めました。 団地の親子（昭和 年代後半）団地の親子（昭和 年代後半）

昭和 年代の国鉄高槻駅ホーム昭和 年代の国鉄高槻駅ホーム

（ ））

昭和 年 平成 年昭和 年 平成 年

昭和 年代は、都市基盤のさ
らなる充実を目指した時代で
す。

年に下水道整備を最重点施
策として、整備計画を実施。阪
急京都線の高架化事業など機能
的な都市活動の確保に向けて取
り組みました。
また、 年には陸上競技場が
完成し総合スポーツセンターが
オープン、平成４年には文化ホ
ールの開館、高槻シティマラソ
ンの開催や、６年には中央図書
館、生涯学習センターが併設さ
れた総合センターが完成。 年
には萩谷総合公園がオープンな
ど、文化やスポーツなどの施設
が充実し、ゆとりと潤いのある
市民生活の実現に向け、まちづ
くりを進めました。

グリーンプラザのオグリーンプラザのオ
ープン（昭和 年）ープン（昭和 年）

（ ））

平成 年 年平成 年 年

平成 年にはさらなる発
展のため、府内２番目の中
核市へ移行。保健・環境・
都市計画など、市民生活に
密着した分野の事務権限を
持ち、主体的なまちづくり
が可能になりました。
都市基盤がおおむね整備

された近年は、安心して生
活できる環境の充実に向け
て、安全・安心のまちづく
りを進めています。 年に
は 時間 日救急車に医
師が同乗して現場に向かう
特別救急隊の本格運用を開
始し救急医療体制を拡充。
また 年には、古曽部防災
公園を開設。同公園は通常
はスポーツ施設、災害時は
広域避難所として使える施
設です。 年には、防災拠
点となる消防本部庁舎棟の
建て替えが完了。消防ヘリ
コプターが撮影した現場の
映像をリアルタイムで確認
できるシステムなどを導入
した高機能消防指令センタ
ーが稼動しました。

昭和 年代後半の高槻センター街昭和 年代後半の高槻センター街

昭和 年ごろまで行われていた昭和 年ごろまで行われていた
三箇牧での乳牛の放牧三箇牧での乳牛の放牧

高槻市は、昭和 年１月１日に大阪府内９番目の市
として誕生。今年で市制施行 周年を迎えました。当
初は３万人余りだった人口は現在では 万人を超え、
４月には中核市移行 周年を迎えます。
今号では、市の 年のあゆみを振り返ります。 関
西中央都市たかつき として発展を続けるまちの魅力
を すごろく を通して再発見してみませんか（左下
からスタート）。

摂津峡桜まつり（昭和 年ごろ）摂津峡桜まつり（昭和 年ごろ）

子育て総合支援センターで遊ぶ親子子育て総合支援センターで遊ぶ親子

家形ハニワ家形ハニワ

昭和 年（ 年）

台風 号による
洪水被害

芥川・桧尾川の堤防が決
壊。 戸以上の民家が
全壊する被害

昭和 年（ 年）

高槻市誕生
初代市長・礒村彌右衞門さ

んのもと、１月１日に市制

施行。生活に欠かせない水

を安定して提供するために

市営水道を発足

昭和 年（ 年）

市民プール
がオープン
当時の入場料は中学生
以上 円。小学生以下
円

昭和 年（ 年）

第１回目の
高槻まつり
まつりに夢中で
１回休み

まつりに夢中で
１回休み

昭和 年（ 年）

市役所庁舎
（現本館）が完成
旧庁舎があった国鉄高
槻駅前から、市庁舎を
桃園町に移転

昭和 年（ 年）

西武高槻店
がオープン
待ちこがれた百貨店。
まちがよりにぎやかに

昭和 年（ 年）

国鉄高槻駅
が橋上化
グリーンプラザたかつ
き、松坂屋高槻店がオ
ープン

昭和 年（ 年）

総合スポーツセン
ターがオープン
陸上競技場が完成し、
スポーツ施設が充実
はりきりすぎて筋肉痛
に…１回休み

スポーツ施設が充実
はりきりすぎて筋肉痛
に…１回休み

平成３年（ 年）

阪急高槻市駅が
完全高架化

阪急京都線の高架化が
進む

平成６年（ 年）

総合センター、中央
図書館、生涯学習セ
ンター完成

平成９年（ 年）

なみはや国体
総合スポーツセンターや
萩谷総合公園サッカー場
で熱戦が繰り広げられる

平成 年（ 年）

中核市に移行
より主体的なまちづくり
ができるようになる。市
保健所を設置

２マス進む２マス進む

平成 年（ 年）

高槻駅北地区
市街地再開発が完了
アクトアモーレが誕生

平成 年（ 年）

子育て総合支援セン
ター カンガルーの
森 オープン

平成 年（ 年）

歴史のまちの拠点
いましろ 大王
の杜 オープン
家形ハニワや武人ハニ
ワなどがたくさん並ぶ

平成 年（ 年）

ミューズたかつき
まちびらき

高槻駅北東地区が
リニューアル

平成 年（ 年）

市制施行 周年
中核市移行 周年

昭和 年
人口 万人
突破

昭和
年人口
万人
突破

昭和 年
人口 万人
突破

阪急高槻市駅前（昭和 年）阪急高槻市駅前（昭和 年）

昭和 年
人口 万人
突破

昭和 年（ 年）

国鉄高槻駅に
快速電車が停車
市の玄関口がますます便

利に ３マス進む３マス進む

昭和 年（ 年）

市営バスが
運行開始
両のバスが市内を走行

市営バス開業式の市営バス開業式の
花バス花バス
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【
都
市
計
画
審
議
会
】

１
月

日

午
前

時
か
ら

市
役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会

室
で
。都
市
づ
く
り
推
進
課（

・
７
５
５
２
）
。

時

分

午
後
５
時
に
勤
務
。

資
格
は
普
通
自
動
車
免
許
（

車
限
定
除
く
）
取
得
者
。
月

額

万
３
千

円

【
葬
祭
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
】

午
前
９
時

午
後
５
時

分
ま

た
は
、
午
前
９
時

分

午
後

５
時

分
、
午
前

時

分

午
後
７
時
に
勤
務
。
月
額

万

円

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
（
総
合
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
は
１
月

日

は
休
館
し
ま
す
。
そ
の
た

め

高
槻
駅
前
行
政
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
な
ど
館
内
に
あ
る

す
べ
て
の
受
付
窓
口
は
閉
庁
し

ま
す
。
４
月

日

・

日

の
会
議
室
な
ど
の
使
用
申
し
込

み
と
、
７
月

日

・

日

の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
使
用
申

し
込
み
は
１
月

日

に
行
い

ま
す
。

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻（
総
合
市
民

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻（
総
合
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
）休
館
日

交
流
セ
ン
タ
ー
）休
館
日

時
間
は
午
前

時

正
午
、

午
後
１
時

４
時

分
で
す
。

日
程
・
会
場

１
月

日

市
役
所

日

・

日

ミ
ン
グ
・
阪
急
高
槻

日

高
槻
郵
便
局

日

松

坂
屋
高
槻
店

問
合
先

市
献
血
推
進
協
議
会

（

・
７
１
６
３
）

傍
聴
希
望
者
は
事
前
に
各
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
教
育
委
員
会
定
例
会
】

１
月

日

午
後
１
時

分

か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー

階
教
育

委
員
会
室
で
。
教
育
委
員
会
総

務
課
（

・
７
６
２
０
）
。

４
月
か
ら
週
５
日
（

時
間

分
）
、
市
立
小
学
校
で
勤
務
。

若
干
名
。
資
格
は
昭
和

年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
４
月
１

小
学
校
任
期
付
教
員

小
学
校
任
期
付
教
員

１
月

日

午
前

時

午

後
４
時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
。
市
民
か

ら
の
寄
贈
本
、
図
書
館
の
不
用

資
料
、
不
用
雑
誌
の
各
５
冊
ま

で
を
無
料
で
提
供
。
持
ち
帰
り

用
袋
な
ど
は
持
参
。
中
央
図
書

館
（

・
７
８
０
０
）
。
当

日
直
接
、
会
場
へ
。

１
月

日

午
前

時

分

時
に
津
之
江
さ
く
ら
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
。
対
象
は

１
歳
６
カ
月

就
学
前
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多
数

抽
選
）
。
無
料
。
申
し
込
み
は

１
月

日（
木
・
消
印
有
効
）ま

で
に
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り

市
民
リ
サ
イ
ク
ル

市
民
リ
サ
イ
ク
ル

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

か
ら
だ
ポ
カ
ポ
カ
運
動
あ
そ
び

か
ら
だ
ポ
カ
ポ
カ
運
動
あ
そ
び

日
現
在
、
大
学
新
卒
で
小
学
校

教
員
免
許
取
得
者
。
月
額

万

５
千
円
。
試
験
日
は
２
月
９
日

。
応
募
は
１
月

日

日

に
直
接
、
教
職
員
課
（
総

合
セ
ン
タ
ー

階

・
７
６

３
３
）へ
。募
集
要
項
は
同
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

４
月
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
勤
務
。
１
人
。
資
格
は
昭

和

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
、
精

神
保
健
福
祉
士
資
格
取
得
者

か
、
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人
。月
額

万
５
千

円
。

試
験
日
は
２
月
３
日

。
応
募

は
１
月

日

日
（
水
・

社
会
福
祉
士
・

社
会
福
祉
士
・

精
神
保
健
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
士

各
利
用
時
間
帯
に
つ
き
大
人

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

２
月
の
個
人
利
用

２
月
の
個
人
利
用

が
な
）・
生
年
月
日
、電
話
番
号

を
書
い
て
、同
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０
８
２
２
津
之
江
町
一
丁

目

番
９
号

・
７
０
１

５
）
へ
。

１
月

日

午
後
０
時

分

０
時

分
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（

・
７
７
０
０
）
１

階
ロ
ビ
ー
で
。
無
料
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。

１
月

日

午
前

時

分

正
午
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

（

・
０
８
２
０
）
で
。
講

師
は
市
学
芸
員
。
先
着

人
。

円
。

１
月

日

午
後
２
時

３

時
に
芝
生
図
書
館
（

・
７

４
０
１
）
で
。
三
浦
哲
郎
著

と

ん
か
つ

な
ど
。
朗
読
は
小
堂

文
子
さ
ん
ほ
か
。
先
着

人
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ハ
ニ
ワ
作
り
教
室

ハ
ニ
ワ
作
り
教
室

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

無
料
。

１
月

日

午
後
２
時

４

時
に
冠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
。
講
師
は
手
話
楽
語
家
・

交
遊
亭
楽
笑
さ
ん
。
申
込
順

人
。無
料
。申
し
込
み
は
１
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
に
、
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
書
い
て
、
同
セ
ン
タ

ー（

・
８
２
２
１
）へ
。

２
月
２
日

午
前
９
時

分

時

分
に
春
日
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
。
折
り
紙
工
作
や

昔
遊
び
。
講
師
は
同
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
。
対
象
は
小
学
生
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。

申
し
込
み
は
１
月

日

日

に
電
子
申
込
か
直
接
ま
た

は
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
住

所
、
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
春
日
青

男
女
共
同
参
画
地
域
講
演
会

男
女
共
同
参
画
地
域
講
演
会

む
す
ん
で
つ
な
げ
る
縁
結
び

む
す
ん
で
つ
な
げ
る
縁
結
び

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
学
ぼ
う

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
学
ぼ
う

少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
（

・

９
６
０
４
、

・
９
６
０
５
）

へ
。２

月
９
日

午
前

時

午

後
２
時
に
城
内
公
民
館
で
。
調

理
実
習
と
試
食
な
ど
。
講
師
は

市
栄
養
士
会
。

人
（
多
数
抽

選
）
。
千
円
。
申
し
込
み
は
１

月

日

日

に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

市
栄
養
士
会
（

・

・
５

９
７
６

青
木
）
へ
。

２
月

日

午
前
９
時

分

午
後
０
時

分
に
消
防
本
部

で
。講
師
は
応
急
手
当
指
導
員
。

修
了
証
の
発
行
あ
り
。
対
象
は

高
校
生
以
上
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
１
月

日

２
月

日

に
電
子
申
込

か
直
接
、最
寄
り
の
消
防
署
へ
。

日
本
料
理
を
作
っ
て

日
本
料
理
を
作
っ
て

味
わ
う
男
性
料
理
教
室

味
わ
う
男
性
料
理
教
室

応
急
手
当
講
習
会

応
急
手
当
講
習
会

（
普
通
救
命
講
習

）

（
普
通
救
命
講
習

）

円
（
小
・
中
学
生

円
）
の

個
人
利
用
券
が
必
要
。
弓
道
場

は
利
用
許
可
証
も
。
休
所
日
は

総
合
体
育
館

火
曜
日
、
古
曽

部
防
災
公
園
体
育
館

木
曜

日
。
い
ず
れ
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
は
休
所
日
以
外
利
用
可
。

【
総
合
体
育
館
】

◎
大
体
育
室

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

１
日

・

日

・

日

の
午
前
９
時

正
午
（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

日

午
後
６
時

９
時

（
定
員

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト

ン

４
日

・

日

の
午
後

６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

８
日

午

前
９
時

正
午
（
定
員

人
）

◎
小
体
育
室
３

卓
球

休
所

日
以
外

◎
弓
道
場

日

・

日

の
午
前
９
時

午
後
５
時

分

以
外

【
陸
上
競
技
場
（
ト
ラ
ッ
ク
）
】

４
日

午
前
９
時

正
午
（
定

員

人
）

【
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
】

◎
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

卓
球

６
日

午
後
６
時

９
時
、

日

・

日

・

日

の
午

前
９
時

正
午（
定
員
各

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日

午

前
９
時

正
午
、

日

午
後

６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

４
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

日

・

日

の
午
後
６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

中
消
防
署
（

・
７
９
９

４
）
。

２
月

日

午
前

時

正

午
に
市
都
市
交
流
協
会
（
総
合

セ
ン
タ
ー
４
階
）で
。講
師
は
宮

道
あ
き
さ
ん
。
申
込
順

人
。

円
。
申
し
込
み
は
１
月

日

日

に
電
話
か
直
接
、

同
協
会
（

・
７
３
９
６
）

へ
。１

月

日

午
後
１
時

４

時

分
に
大
阪
薬
科
大
学
（
奈

佐
原
四
）
で
。
先
着

人
。
無

料
。
三
大
学
医
工
薬
連
環
科
学

教
育
研
究
機
構
（

・
１
０

２
８
）
。

２
月
２
日

午
後
２
時

４

時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
。
講
師
は
大

太
極
拳
を
た
め
し
て
み
よ
う

太
極
拳
を
た
め
し
て
み
よ
う

高
槻
家
族
講
座

お
い
し
い

高
槻
家
族
講
座

お
い
し
い

く
す
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

く
す
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

家
族
で
考
え
る

家
族
で
考
え
る

前
立
腺
が
ん
の
お
話

前
立
腺
が
ん
の
お
話

阪
医
科
大
学
教
授
・
東
治
人
さ

ん
、
高
槻
病
院
医
師
・
右
梅
貴

信
さ
ん
ほ
か
。
申
込
順

人
。

無
料
。申
し
込
み
は
１
月

日

日
（
金
・
必
着
）
に
は

が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
住
所
、

氏
名
、
参
加
人
数
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ

（
〒

０
０
８
２
豊
中
市
新

千
里
東
町
一
丁
目
４
番
２
号

・
３
１
０
０
・
５
９
２
８
、

６
８
７
３
０
２
３
２
）

へ
。３

月

日

午
後
２
時

３

時
に
大
阪
医
科
大
学（
大
学
町
）

で
。
講
師
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念

病
院
ホ
ス
ピ
ス
長
・
細
井
順
さ

ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
１
月

日

か
ら
電

話
か
直
接
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
同
大
学
歴
史
資
料

館
（

・
６
７
３
８
、

・
６
０
２
１
）
へ
。

大
阪
医
大
歴
史
資
料
館
講
座

大
阪
医
大
歴
史
資
料
館
講
座

い
の
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で

い
の
ち
の
つ
な
が
り
の
中
で

必
着
）
に
所
定
の
用
紙
を
郵
送

か
直
接
、
同
協
議
会
（
〒

・

０
０
６
５
城
西
町
４
番
６
号

・
７
４
９
６
）
へ
。
用
紙
は

同
協
議
会
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
配
布
。

い
ず
れ
も
４
月
か
ら
週
４
日

斎
園
課
非
常
勤
職
員

斎
園
課
非
常
勤
職
員

２
月
２
日

午
前

時

午

後
１
時
に
同
館
（

・
２
１

１
０
）
で
。
出
前
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
そ
う
べ
え
、
お
は
な
し
会
、

お
も
ち
ゃ
病
院
（
別
途
部
品
代

実
費
）
な
ど
。
無
料
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。
次
の
催
し
の
申

し
込
み
は
１
月

日

か
ら
電

磐
手
公
民
館

磐
手
公
民
館

こ
ど
も
ま
つ
り

こ
ど
も
ま
つ
り

話
か
直
接
、
同
館
へ
。

【
マ
ジ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
】
午
後

０
時

分

１
時
。
対
象
は
小

学
生
。
申
込
順

人
。
無
料

【
ド
ラ
ム
体
験
】
午
前

時

分

正
午
。
対
象
は
小
学
生
。

申
込
順

人
。
無
料

【
竹
の
お
も
ち
ゃ
作
り
】
午
前

時

正
午
。
対
象
は
５
歳
以

上
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）
。
申
込
順

人
。
無
料

【
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓
子
作

り
】
午
前

時

正
午
。
対
象

は
小
学
生
（

歳
未
満
は
保
護

者
同
伴
）
。
申
込
順

人
。

円【
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
の
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ
ス
作
り
】
午
前

時

正
午
。
対
象
は
小
学
生

（

歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）
。

申
込
順

人
。

円

１
月

日

午
前

時

午

今
城
塚
公
民
館

今
城
塚
公
民
館

こ
ど
も
ま
つ
り

こ
ど
も
ま
つ
り

後
３
時
に
同
館
（

・
３
３

３
１
）
で
。
吹
奏
楽
、
マ
ジ
ッ

ク
、
銭
太
鼓
、
ズ
ン
バ
な
ど
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

次
の
催
し
は
い
ず
れ
も
午
前

時

分

午
後
２
時
。

【
こ
ど
も
バ
ザ
ー
体
験
】
対
象

は
小
学
生
以
上
。
申
し
込
み
は

１
月

日

ま
で
に
電
話
か
直

接
、
同
館
へ

【
つ
く
ろ
う
竹
の
た
て
笛
】
対

象
は
小
学
生
以
上
。先
着

人
。

円
【
関
大
生
と
一
緒
に
、
パ
ソ
コ

ン

つ
く
ろ
う
】
対
象
は
小
学

生
。
先
着

人
。
無
料

【
お
は
な
し
会
と
手
作
り
お
も

ち
ゃ
】
対
象
は
１
歳

小
学
生

と
そ
の
保
護
者
。
先
着
各

組

（
全
３
回
）
。
無
料

【
ち
ぢ
む
プ
ラ
バ
ン
あ
そ
び
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
ラ
イ
フ
ル
作
り
】

対
象
は
４
歳

小
学
生
と
そ
の

保
護
者
。
先
着
各

人
。
無
料

総合センター１階ロビー
南大冠陶芸同好会展
１月 日 日

高槻駅南側地下通路
市文化財スタッフの会展
１月 日 ２月４日
曙陶会陶芸展
１月 日 ２月４日

ミング・阪急高槻２階
ゆうの会新春絵画展
１月 日 日
やよい会写真展
１月 日 日

生涯学習センター１階
高槻仏像彫刻展
１月 日 日
今村学園高槻幼稚園創立記念
パネル展示
１月 日 日

クロスパル高槻（総合
市民交流センター）７階
写真展
１月 日 日

展示スケジュール展示スケジュール
桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

展示ホール展示ホール

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

勤
務
。
各
１
人
。
資
格
は
昭
和

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
。

１
次
試
験
は
２
月

日

。
応

募
は
１
月

日

日

に

所
定
の
用
紙
を
持
っ
て
直
接
、

斎
園
課
（
市
役
所
本
館
１
階

番
窓
口

・
７
１
９
２
）へ
。

応
募
要
項
は
同
課
で
配
布
。

【
市
営
葬
儀
執
行
職
】
午
前
８

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい


